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第
２
回�

定
例
会�

食
育
の
推
進
、地
域
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
質
す�

一
般
質
問�

百
里
特
別
委�

一般質問（要旨）�

飛
行
場
の
利
活
用
で
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る�親と子の料理教室�

議
員（
自
民
）　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を
図
り
、
食

育
を
県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
ど
う
推
進
し
て
い
く

の
か
。�

知
事
　
食
育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
「
茨
城
県
食
育
推
進

計
画
」
を
今
年
度
策
定
す
る
。
ま
た
、

来
年
一
月
開
催
予
定
の
茨
城
県
食
育
実

践
大
会
に
も
広
く
県
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
食
育

運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。�

議
員
　
湖
沼
の
水
質
浄
化
に
は
、
生
活

排
水
処
理
施
設
の
整
備
や
地
域
住
民
へ

の
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
地
道
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
、
牛
久
沼
の
水
質
浄
化
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。�

生
活
環
境
部
長
　
現
在
、
第
二
期
牛
久

沼
水
質
保
全
計
画
の
策
定
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
、
生
活
排
水
対
策
を
よ

り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
霞
ケ
浦
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
成
果
を
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
、

県
南
地
域
に
お
け
る
常
磐
線
沿
線
地
域

の
振
興
策
な
ど
も
質
問
）�

議
員（
自
民
）　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
く

に
は
、
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の
質
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
役
割
が
重
要
で
あ
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
保
健
師
や
社
会
福
祉

士
等
の
登
用
や
、
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
に

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
方
の
参
加
を
市
町
村

に
働
き
か
け
て
い
く
。�

議
員
　
今
年
十
月
、
全
国
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
、
生
涯
学
習
に

関
す
る
継
続
的
な
施
策
展
開
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。�

教
育
長
　
市
町
村
、
生

涯
学
習
団
体
や
企
業
等

と
の
相
互
連
携
を
さ
ら

に
深
め
な
が
ら
諸
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
興

味
や
関
心
の
高
ま
り
を

継
続
的
な
学
習
活
動
に

結
び
つ
け
、
本
県
生
涯

学
習
の
一
層
の
推
進
を

図
る
。�

（
ほ
か
に
、
健
全
な
土

づ
く
り
の
推
進
、
警
察
官
の
大
量
退
職

へ
の
対
応
な
ど
も
質
問
）�

　
平
成
十
八
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五

日
か
ら
十
六
日
ま
で
十
二
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
茨
城

県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
な
ど
、
ま
た
、

議
員
か
ら
は
、
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並

び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙

す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。�

　
一
般
質
問
で
は
、
食
育
の
推
進
、
地
域
ケ

ア
の
今
後
の
進
め
方
、
理
想
と
す
る
健
康
長

寿
社
会
の
姿
、
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
、
県

北
西
部
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
、
国
際
貢

献
経
験
者
の
教
員
採
用
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。（
二
〜
三
面
に
掲
載
）�

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
大
型

店
の
駆
け
込
み
立
地
対
策
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
対
策
、
発
達
障
害
者
の
相
談
体
制
、
農

協
の
合
併
促
進
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
の
対

処
、
道
徳
の
テ
キ
ス
ト
作
成
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
〜
五
面
に
掲
載
）�

　
百
里
飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
百
里
飛
行
場
の
利
活
用
の
諸
方
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
出
資
団
体
等
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
精
査
団
体
等
か
ら
提
出

さ
れ
た
改
革
工
程
表
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
八
面
に
掲
載
）�

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
、
決
議
な
ど
十
七
の
議
案
が
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

山
岡
　
恒
夫�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

大
高
　
伸
一�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

伊
沢
　
勝
徳�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

臼
井
平
八
郎�

　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

黒
部
　
博
英�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

小
川
　
一
成�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

●
質
問
者�

�

議
員（
自
民
）　
県
で
は
、
本
年
三
月
に
、

第
三
期
い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
を

作
成
し
た
が
、
高
齢
者
に
求
め
る
役
割

と
今
後
の
理
想
と
す
る
健
康
長
寿
社
会

の
姿
に
つ
い
て
伺
う
。
　�

知
事
　
す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
々
が
い

つ
ま
で
も
健
康
で
、
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
が
理
想
の
健
康
長

寿
社
会
と
考
え
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に

求
め
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
の
方
々
に
は
大
い
に
社
会
に

貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。�

議
員
　
飛
行
船
の
寄
港
地
と
し
て
は
、

そ
の
歴
史
的
経
緯
等
か
ら
土
浦
に
勝
る

地
域
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
昨
年

度
実
施
し
た
飛
行
船
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
の
調
査
の
内
容
や
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。�

企
画
部
長
　
調
査
の
結
果
、
観
光
遊
覧

や
災
害
時
の
広
報
、
環
境
調
査
な
ど
の

活
用
事
例
を
把
握
し
た
。
引
き
続
き
、

飛
行
船
の
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
用
方
策
に
つ
い
て
、
土
浦
市
な
ど
と

検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の

対
応
、
全
国
一
の
霞
ヶ
浦
れ
ん
こ
ん
産

地
振
興
策
、
土
浦
駅
前
再
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
及
び
支
援
策
な
ど
も
質
問
）�生涯学習フェスティバルのマスコット「マナビィ」�


